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Ⅰ 調査の概要と分析の視点 

１ 調査の目的 

子どもの貧困問題が深刻な社会問題として注目される中、家庭の経済状況にかかわらず、すべ

ての子どもの成長を支えるための施策を検討するため、子育て世帯の経済状況、生活状況、子ど

もへの影響、支援ニーズ等について把握することを目的としています。 

２ 調査対象 

①２歳・５歳児の保護者と小学生（４～６年生）及び中学生（１～３年生）の保護者 

②小学校の児童（４～６年生）及び中学校の生徒（１～３年生） 

３ 調査期間 

平成３０年９月２１日から平成３０年１０月１日 

４ 調査方法 

学校・保育所での配布・回収（小・中学生については親子ペアで回答） 

５ 調査内容 

①保護者向け：同居家族の内訳、住居の状況、保護者の人生経験について、子どもの生活実態、

子どもの将来について、保護者の就労状況、家庭の暮らしの状況について、制度やサービス

の認知度について 

②児童・生徒向け：生活習慣について、学校や勉強について、放課後の過ごし方について、平

日の過ごし方について、考え方について 

６ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

２歳・５歳児の保護者と小学生（４～６年

生）及び中学生（１～３年生）の保護者 
2,375 通 1,528 通 64.3％ 

小学校の児童（４～６年生） 956 通 681 通 71.2％ 

中学校の生徒（１～３年生） 929 通 707 通 76.1％ 
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７ 分析の視点

■ 生活実態により「生活困難世帯」と「非生活困難世帯」に分類し、それぞれを比較します 

①生活困難世帯：要素１～３のいずれか１つ以上該当する場合 

②非生活困難世帯：いずれの要素にも該当しない場合 

【要素１】家庭からみた生活困難 

急な出費で家計のやりくりができない経験、債務が返済できない経験、ライフラインが止めら

れた経験が１つ以上あると回答した世帯 

【要素２】子どもからみた生活困難 

所有物に関する 13 項目（※１）関して、経済的な理由で与えられていないとする項目が３つ

以上あると回答した世帯 

＜※１＞13 項目 

１．お子さんの年齢にあった本や絵本、２．お子さんのスポーツ用品、おもちゃ、ぬいぐるみ、

ゲーム機など、３．子どもが自宅で勉強できる場所、４．洗濯機、５．冷蔵庫 

６．掃除機、７．電子レンジ、８．暖房器具（エアコン含む）、９．冷房器具（エアコン含む） 

10．電話（固定電話、携帯電話を含む）、11．お風呂、12．家族分の寝具（布団など） 

13．急な出費のための貯金または現金（５万円以上） 

【要素３】世帯収入からみた生活困難 

昨年（2017 年）１年間の家族全員の収入（税金と社会保険料などを引く前の総額（額面））の

合計額が一定水準である 122 万円（※２）未満とみなされる世帯（収入の選択肢の下限をその世

帯の収入とみなし、等価可処分所得を算出） 

＜※２＞一定水準の考え方 

本調査では、厚生労働省「平成 28年国民生活基礎調査」から算出された「等価可処分所得」の

中央値の 50％である 122 万円を基準とし、等価可処分所得が 122 万円未満の世帯を「世帯収入

からみた生活困難」と区分しました。 

国算出方法による相対的貧困率 

〇等価可処分所得の中央値 

等価可処分所得の中央値について、国と比較すると次のようになります。 

等価可処分所得の中央値 相対的貧困率 調査年 

国 244 万円 13.9％ 平成 28 年度 

加東市 244 万円（国に準拠） 9.0％ 平成 30 年度 
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 〇本市の 1年間（2017 年）の家族全員の収入の合計額 

「400 万～450 万円未満」の割合が 7.7％と最も高くなっています。

％

N = 1,528

50万円未満

50万～100 万円未満

100 万～150 万円未満

150 万～200 万円未満

200 万～250 万円未満

250 万～300 万円未満

300 万～350 万円未満

350 万～400 万円未満

400 万～450 万円未満

450 万～500 万円未満

500 万～550 万円未満

550 万～600 万円未満

600 万～650 万円未満

650 万～700 万円未満

700 万～750 万円未満

750 万～800 万円未満

800 万～900 万円未満

900 万～1,000 万円未満

1,000 万円以上

わからない

無回答

0.3

0.5

1.9

1.0

3.7

2.6

5.5

4.6

7.7

6.9

7.6

7.3

7.6

4.6

3.6

4.9

4.9

3.7

5.0

7.8

8.4

0 10 20 30
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生活困難世帯で「200 万～250 万円未満」「300 万～350 万円未満」「100 万～150 万円未

満」「250 万～300 万円未満」「450 万～500 万円未満」の割合が高くなっています。一方､非

生活困難世帯で「600 万～650 万円未満」「500 万～550 万円未満」「550 万～600 万円未満」

「400 万～450 万円未満」「1,000 万円以上」の割合が高くなっています。 

要素１～３から算出した生活困難層 

16.0％（生活困難世帯（245 世帯）／生活困難世帯・非生活困難世帯数の計（1528 世帯）×100） 

％

50万円未満

50万～100 万円未満

100 万～150 万円未満

150 万～200 万円未満

200 万～250 万円未満

250 万～300 万円未満

300 万～350 万円未満

350 万～400 万円未満

400 万～450 万円未満

450 万～500 万円未満

500 万～550 万円未満

550 万～600 万円未満

600 万～650 万円未満

650 万～700 万円未満

700 万～750 万円未満

750 万～800 万円未満

800 万～900 万円未満

900 万～1,000 万円未満

1,000 万円以上

わからない

無回答

2.0

2.9

11.8

6.1

19.6

9.4

12.2

4.1

5.7

6.9

2.4

2.4

1.6

0.4

0.8

0.8

0.8

0.4

4.9

4.5

0.6

1.2

4.2

4.8

8.1

6.9

8.6

8.2

8.7

5.5

4.1

5.7

5.6

4.4

5.9

8.3

9.2

0 10 20 30

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

生活困難世帯 (N=245) 非生活困難世帯 (N=1,283)
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Ⅱ 保護者の調査結果 

１．健康状態 

生活困難世帯で「どちらかといえば悪い」の割合が、非生活困難世帯と比べてかなり高くなっ

ています。 

２．最終学歴 

  生活困難世帯では、母親の「高校卒業」の割合が高く、父親では「高校中退」の割合が高くなって

います。 

  （１）母親の最終学歴 

  （２）父親の最終学歴 

N =

生活困難世帯 245

非生活困難世帯 1,283

43.7

62.3

32.2

28.7

14.7

6.0

7.8

2.6

1.6

0.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い どちらかといえば良い どちらともいえない

どちらかといえば悪い 悪い 無回答

中学校卒業 高校中退

高校卒業 専修・専門学校中退（高校卒業後）

専修・専門学校卒業（高校卒業後） 短大・高専中退

短大・高専卒業 大学中退

大学卒業 大学院卒業

その他 無回答

N =

生活困難世帯 241

非生活困難世帯 1,258

6.6

1.7

3.7

2.2

46.9

33.2

1.7

1.4

11.6

15.3

1.2

1.2

17.4

24.6 0.5

9.1

16.5

0.8

0.9
0.3

0.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

生活困難世帯 177

非生活困難世帯 1,219

4.5

2.1

8.5

3.0

46.9

42.5

1.1

0.7

12.4

11.0
0.4

1.7

2.3

4.5

1.7

11.9

27.7

2.3

3.1

0.6

0.6

5.6

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．１５歳の頃の暮らし向き 

生活困難世帯では、「大変苦しい」「やや苦しい」の割合が高くなっています。 

４．食事を作る頻度 

生活困難世帯では、朝食、夕食ともに「ほとんど毎日つくる」世帯の割合が低くなっています。 

 ＜朝食＞ 

 ＜夕食＞ 

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとりがある

大変ゆとりがある 無回答

N =

生活困難世帯 245

非生活困難世帯 1,283

8.2

5.5

22.9

17.1

50.6

56.3

12.2

15.2

5.3

5.0

0.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日 週に４～５日程度 週に２～３日程度 週に１日程度

月に２～３日程度 ほとんど作らない 無回答

N =

生活困難世帯 231

非生活困難世帯 1,225

77.5

85.6

6.5

3.3

4.8

2.7

0.9

1.6

0.9

0.9

8.7

5.4

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

生活困難世帯 231

非生活困難世帯 1,225

79.7

85.7

9.5

6.0

5.2

2.5

0.9

1.1
0.3

2.6

3.3

2.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日 週に４～５日程度 週に２～３日程度 週に１日程度

月に２～３日程度 ほとんど作らない 無回答
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５．子どもに受けさせたい教育 

   生活困難世帯では、「高校」の割合が高く、「大学」の割合が低くなっています。 

＜参考 平成 28年 国民生活基礎調査＞ 

中学校 高校

専門学校（高校卒業後に進学） 高等専門学校、短期大学

大学 大学院

その他 わからない

無回答

N =

生活困難世帯 231

非生活困難世帯 1,225

0.4

0.6

27.7

17.3

6.9

9.0

9.5

6.4

38.5

54.1

0.9

1.4

2.6

1.6

9.1

7.6

4.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

中学校

高校

専門学校（高校卒業後に進学）

高等専門学校、短期大学

大学

大学院

その他

わからない

特に理想はない

無回答・不明

0.0

34.3

15.3

6.4

34.6

0.9

1.4

6.6

0.5

0.1

11.8

8.9

6.4

61.6

3.4

1.8

5.5

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

相対的貧困世帯 （N = 437）

非相対的貧困世帯 （N = 2,649）



8

６．現在の暮らしについて 

（母親の働き方） 

非生活困難世帯で「正規の職員・従業員」の割合が高くなっています。 

＜日曜・祝日出勤＞ 

生活困難世帯で「定期的にあり」の割合が高くなっています。一方､非生活困難世帯で

「なし」の割合が高くなっています。 

正規の職員・従業員 パート・アルバイト

派遣社員・契約社員・嘱託 会社・団体等の役員

自営 内職

その他 働いていない

無回答

N =

生活困難世帯 241

非生活困難世帯 1,258

17.4

26.2

48.1

44.6

9.5

6.9

0.4

0.6

7.5

3.8

0.8

1.3

1.2

1.2

11.6

12.2

3.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定期的にあり 不定期にあり なし 無回答

N =

生活困難世帯 205

非生活困難世帯 1,065

21.5

7.8

33.2

28.4

42.9

61.7

2.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（父親の働き方） 

生活困難世帯で「自営」の割合が高くなっています。一方､非生活困難世帯で「正規の

職員・従業員」の割合が高くなっています。 

＜日曜・祝日出勤＞ 

生活困難世帯で「定期的にあり」の割合が高くなっています。一方､非生活困難世帯で

「なし」の割合が高くなっています。 

N =

生活困難世帯 177

非生活困難世帯 1,219

54.8

82.0

4.5

0.6

5.6

2.9

1.7

2.1

20.3

7.1

0.6
1.7

0.1

2.8

0.5

7.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規の職員・従業員 パート・アルバイト

派遣社員・契約社員・嘱託 会社・団体等の役員

自営 内職

その他 働いていない

無回答

N =

生活困難世帯 158

非生活困難世帯 1,154

32.3

23.3

44.3

42.5

20.3

32.5

3.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定期的にあり 不定期にあり なし 無回答
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７．希望する支援制度 

問１ あなたは生活困窮の問題や支援制度についてどの支援が大切だと思いますか。 

   ※「自分や自分の身近な人が問題に直面しており、必要な制度だと思う」「自分の身近な

問題に直面している人はいないが、必要な制度だと思う」と回答した人のみ回答 

生活困難世帯で「生活支援（生活再建のための貸し付けや、家計管理など生活力を高

めるための支援）」の割合が高くなっています。一方､非生活困難世帯で「就労支援（求

職活動、就労に必要な能力の形成への支援）」の割合が高くなっています。 

N =

生活困難世帯 207

非生活困難世帯 1,107

18.8

30.0

37.2

27.3

31.9

33.9

3.4

0.9

8.7

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労支援（求職活動、就労に必要な能力の形成への支援）

生活支援（生活再建のための貸し付けや、家計管理など生活力を高めるための支援）

学習支援（生活困窮家庭の子どもたちの学習支援や進学支援など）

その他

無回答
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問２ 子どもや保護者にとって、現在または将来的に、どのような支援があると良いと思いま

すか。 

生活困難世帯で「生活や就学のための経済的補助」「進学や資格を取るための学習の支援」

「低い家賃で住めるところ（寮や下宿のようなところ）」の割合が高くなっています。一方､

非生活困難世帯で「進学や資格を取るための学習の支援」「生活や就学のための経済的援助」

「保護者が家にいないときに、子どもを預かる場やサービスの提供」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
）

保
護
者
が
家
に
い
な
い
と
き

に
、
子
ど
も
を
預
か
る
場
や
サ

ー
ビ
ス
の
提
供

低
い
家
賃
で
住
め
る
と
こ
ろ

（
寮
や
下
宿
の
よ
う
な
と
こ

ろ
）

生
活
や
就
学
の
た
め
の
経
済

的
補
助

進
路
や
生
活
な
ど
に
つ
い
て

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
と
こ

ろ 自
然
体
験
や
集
団
遊
び
な
ど
、

多
様
な
活
動
機
会
の
提
供

子
ど
も
が
仲
間
と
出
会
え
、
一

緒
に
活
動
で
き
る
と
こ
ろ

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
居

場
所
の
提
供

読
み
書
き
計
算
な
ど
の
基
礎

的
な
学
習
へ
の
支
援

会
社
な
ど
で
の
職
場
体
験
等

の
機
会

生活困難世帯 245 29.4 31.0 59.6 21.2 17.6 27.8 19.2 27.3 20.4 

非生活困難世帯 1,283 37.0 18.0 41.7 19.9 25.9 33.4 22.3 22.3 23.9 

区分 

仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
就
労
に
関
す
る
支
援

子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
と
こ
ろ

進
学
や
資
格
を
取
る
た
め
の

学
習
の
支
援

子
ど
も
の
み
で
無
料
又
は
安

い
料
金
で
食
事
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
の
提
供

企
業
が
従
業
員
の
子
ど
も
を

預
か
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提

供 そ
の
他

特
に
な
い

よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

生活困難世帯 24.1 13.1 40.8 24.5 22.4 3.7 3.7 8.2 2.4 

非生活困難世帯 20.6 15.7 44.1 15.7 24.9 4.1 4.8 6.5 3.0 
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Ⅲ 子どもの調査結果 

【小学生】 

１．学校や勉強 

問１ あなたは学校にいる時間が楽しいですか。 

世帯別でみると、大きな差異はみられません。 

＜参考 平成 28年 国民生活基礎調査＞ 

N =

生活困難世帯 99

非生活困難世帯 506

56.6

57.7

36.4

33.8

4.0

5.9

1.0

1.8

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しい どちらかといえば楽しい

どちらかといえば楽しくない 楽しくない

無回答

N =

相対的貧困世帯 433

非相対的貧困世帯 2,634

48.0

57.3

35.3

33.4

8.1

5.5

8.1

3.3

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しい どちらかといえば楽しい

どちらかといえば楽しくない 楽しくない

無回答・不明
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問２ あなたは学校の授業はよくわかりますか。 

＜参考 平成 28年 国民生活基礎調査＞ 

問３ あなたは学習塾や家庭教師に勉強を教えてもらっていますか。

生活困難世帯で「学校以外で勉強を教えてもらっていない」の割合が高くなっています。一

方､非生活困難世帯で「学習塾や家庭教師に勉強を教えてもらっている」「学習塾や家庭教師以

外に勉強を教えてもらっている（親や親せきに教えてもらっているなど）」の割合が高くなって

います。 

よくわかる だいたいわかる あまりわからない よくわからない 無回答

N =

生活困難世帯 99

非生活困難世帯 506

43.4

48.4

48.5

45.7

5.1

4.7

2.0

0.6

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

相対的貧困世帯 433

非相対的貧困世帯 2,634

8.5

22.7

56.1

61.7

27.9

19.6

6.9

2.9

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくわかる（理解している）

だいたいよくわかる（だいたい理解している）

あまりよくわからない（あまり理解していない）

よくわからない（理解していない）

無回答・不明

N =

生活困難世帯 99

非生活困難世帯 506

18.2

24.3

16.2

25.7

63.6

48.8

2.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習塾や家庭教師に勉強を教えてもらっている

学習塾や家庭教師以外に勉強を教えてもらっている（親や親せきに教えてもらっているなど）

学校以外で勉強を教えてもらっていない

無回答
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 ２．自尊感情 

問１ あなたは自分のことについてどう思いますか。 

①自分には良いところがある 

生活困難世帯で「そう思う」の割合が低くなっています。 

②自分には将来の夢や目標がある 

生活困難世帯で「そう思う」の割合が高くなっています。 

③頑張れば良いことがある 

生活困難世帯で「そう思う」の割合が高くなっています。 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

N =

生活困難世帯 99

非生活困難世帯 506

29.3

39.5

52.5

43.1

11.1

11.1

5.1

4.5

2.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

生活困難世帯 99

非生活困難世帯 506

73.7

65.6

17.2

20.2

5.1

8.1

2.0

4.9

2.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

生活困難世帯 99

非生活困難世帯 506

74.7

66.8

13.1

23.9

6.1

5.3

4.0

2.2

2.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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３．平日の過ごし方

問１ あなたは放課後に、どこで過ごすことが一番多いですか。 

生活困難世帯で「友だちの家」の割合が高くなっています。一方､非生活困難世帯で「自宅」

の割合が高くなっています。 

問２ あなたには居心地のいい場所はありますか。 

生活困難世帯で「友だちの家」の割合が高くなっています。一方､非生活困難世帯で「学校」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
）

自
宅

友
だ
ち
の
家

学
校

塾
・
ピ
ア
ノ
な
ど
習
い
事
の
場
所

公
園

図
書
館

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

生活困難世帯 99 84.8 25.3 22.2 10.1 14.1 27.3 5.1 3.0 2.0 

非生活困難世帯 506 92.7 19.4 24.1 10.1 13.8 30.0 5.7 2.0 0.8 

N =

生活困難世帯 99

非生活困難世帯 506

60.6

73.3

9.1

2.8

1.0

0.8

6.1

7.5

3.0

0.8

9.1

5.7

3.0

4.0

1.0
3.0

0.6

4.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅 友だちの家

親せきの家 塾や習いごと

学校 アフタースクール（学童保育）

公園 お店

その他 無回答
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【中学生】 

１．学校や勉強 

問１ あなたは、学校にいる時間が楽しいですか。 

生活困難世帯で「楽しい」の割合が低くなっています。

＜参考 平成 28年 国民生活基礎調査＞ 

楽しい どちらかといえば楽しい

どちらかといえば楽しくない 楽しくない

無回答

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

50.9

58.8

36.4

31.0

10.0

5.0

1.8

2.1

0.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

相対的貧困世帯 433

非相対的貧困世帯 2,634

48.0

57.3

35.3

33.4

8.1

5.5

8.1

3.3

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しい どちらかといえば楽しい

どちらかといえば楽しくない 楽しくない

無回答・不明
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問２ あなたは学校の授業はよくわかりますか。 

生活困難世帯で「よくわかる」の割合が低くなっています。 

＜参考 平成 28 年 国民生活基礎調査＞ 

問３ あなたは学習塾や家庭教師に勉強を教えてもらっていますか。

生活困難世帯で「学校以外で勉強を教えてもらっていない」の割合が高くなっています。

一方､生活困難世帯に比べ､非生活困難世帯で「学習塾や家庭教師に勉強を教えてもらってい

る」の割合が高くなっています。 

よくわかる だいたいわかる あまりわからない よくわからない 無回答

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

17.3

31.7

66.4

56.7

15.5

6.7

0.9

1.9 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

相対的貧困世帯 433

非相対的貧困世帯 2,634

8.5

22.7

56.1

61.7

27.9

19.6

6.9

2.9

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくわかる（理解している）

だいたいよくわかる（だいたい理解している）

あまりよくわからない（あまり理解していない）

よくわからない（理解していない）

無回答・不明

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

37.3

62.8

5.5

8.4

55.5

26.2

1.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習塾や家庭教師に勉強を教えてもらっている

学習塾や家庭教師以外に勉強を教えてもらっている（親や親せきに教えてもらっているなど）

学校以外で勉強を教えてもらっていない

無回答
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問４ あなたは学習塾や家庭教師に勉強を教えてもらいたいと思いますか。 

生活困難世帯で「教えてもらいたい」の割合が高くなっています。 

問５ あなたは将来どれくらいまで進学したいと思いますか。 

生活困難世帯で「高校まで」の割合が高くなっています。一方､非生活困難世帯で「大学

まで」の割合が高くなっています。 

＜参考 平成 28年 国民生活基礎調査＞ 

％

中学校まで

高校まで

専門学校まで

高等専門学校、短期大学まで

大学まで

大学院まで

その他

無回答・不明

1.4

37.6

18.9

5.5

33.7

1.4

0.9

0.5

0.7

15.7

11.9

6.1

61.0

3.6

0.6

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

相対的貧困世帯 （N = 437）

非相対的貧困世帯 （N = 2,649）

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

0.9

0.3

41.8

21.6

16.4

13.8

6.4

5.5

24.5

50.3

2.7

3.8

3.6

0.7

3.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

生活困難世帯 61

非生活困難世帯 152

23.0

17.1

44.3

44.7

27.9

36.8

4.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教えてもらいたい 教えてもらいたいと思わない どちらでもない 無回答

中学校まで 高校まで

専門学校まで 高等専門学校・短期大学まで

大学まで 大学院まで

その他 無回答
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２．自尊感情 

問１ あなたは自分のことについてどう思いますか。

①自分には良いところがある 

生活困難世帯で「そう思う」の割合が低くなっています。 

②自分には将来の夢や目標がある 

世帯別でみると、大きな差異はみられません。 

③頑張れば良いことがある 

世帯別でみると、大きな差異はみられません。 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

30.0

35.7

47.3

43.4

12.7

14.0

7.3

4.1

2.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

48.2

51.7

28.2

24.5

10.9

14.5

10.0

7.2

2.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

61.8

63.4

26.4

26.4

7.3

5.7

1.8

2.2

2.7

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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３．平日の過ごし方 

問１ あなたは放課後に、どこで過ごすことが一番多いですか。 

世帯別でみると、大きな差異はみられません。 

問２ あなたには居心地のいい場所はありますか。 

生活困難世帯で「友だちの家」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
）

自
宅

友
だ
ち
の
家

学
校

塾
・
ピ
ア
ノ
な
ど
習
い
事
の
場
所

公
園

図
書
館

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

生活困難世帯 110 87.3 25.5 35.5 10.9 7.3 12.7 4.5 3.6 －

非生活困難世帯 580 89.5 18.3 34.3 10.0 6.7 13.8 2.9 4.3 0.9 

N =

生活困難世帯 110

非生活困難世帯 580

78.2

80.3

1.8

0.9

4.5

4.8

12.7

9.8

0.9
0.9

0.3

0.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅 友だちの家

親せきの家 塾や習いごと

学校 アフタースクール（学童保育）

公園 お店

その他 無回答
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Ⅳ 支援者の調査結果 

１．支援者調査の概要 

地域の子どもの貧困に関する実態を把握するため、貧困や生活困難を抱えている世帯の支

援に関わる機関・人を対象に、調査を実施した。 

２．支援者調査の対象

市役所関係課、社会福祉協議会、保育所、認定こども園、幼稚園、小学校、中学校、 

ＮＰＯ法人など４２機関 

３．回収状況

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

支援者調査 42 通 41 通 97.6％ 
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４．必要とする支援 

問１ これまでの経験から、貧困の状態に置かれている子どもは、どのような面で貧困を抱え

ている（または貧困を抱えている可能性がある）と思いますか、（３つまで〇） 

「健全な生活習慣、食習慣」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「こころの状態の安定性、

心身の健康」の割合が 69.0％となっています。 

単位 上段：件数 下段：割合 

全
体

こ
こ
ろ
の
状
態
の
安
定
性
、
心

身
の
健
康

健
全
な
生
活
習
慣
、
食
習
慣

自
己
肯
定
感

読
み
書
き
、
計
算
な
ど
の
基
礎

的
な
学
力

生
活
自
立
能
力

意
欲
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

他
者
へ
の
共
感
性

適
切
な
自
尊
心

認
知
（
も
の
の
見
方
、
考
え
方
、

価
値
観
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

42 29 30 11 4 3 4 1 5 5 3 

100.0 69.0 71.4 26.2 9.5 7.1 9.5 2.4 11.9 11.9 7.1 

家
族
へ
の
信
頼
感

社
会
へ
の
信
頼
感

周
囲
か
ら
の
評
価
へ
の
適
正
な

反
応

同
世
代
へ
の
信
頼
感

周
囲
の
多
世
代
の
人
と
関
わ
る

こ
と

同
世
代
と
の
交
友
関
係

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢

自
己
表
現
力

そ
の
他

不

明

 7 - - - 1 1 - - - 5 

 16.7 - - - 2.4 2.4 - - - 11.9 
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問２ 貴機関で実際に取り組まれている支援内容に関わらず、貧困の状態に置かれた子ども

やその家族への支援にあたっては、どのような支援が必要だと思いますか。主なもの５

つまで〇をつけてください。 

「保護者の自立支援」の割合が 59.5％と最も高く、次いで「子どもへの食育の推進や食事・

栄養状態の確保」の割合が 50.0％、「保護者の就労機会の確保等、就労に関する支援」の

割合が 40.5％となっています。 

単位 上段：件数 下段：割合 

全
体

保
護
者
の
自
立
支
援

子
ど
も
へ
の
食
育
の
推
進
や
食
事
・
栄
養
状
態

の
確
保

学
校
教
育
に
よ
る
学
力
保
障

幼
児
期
か
ら
大
学
ま
で
の
各
教
育
過
程
に
お

け
る
経
済
的
支
援

保
護
者
の
就
労
機
会
の
確
保
等
、
就
労
に
関

す
る
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
や
生
活
困
窮
世
帯
等
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
支
援
（
子
ど

も
食
堂
等
）

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
支
援
の
充
実

学
校
外
の
地
域
等
に
お
け
る
学
習
支
援

多
様
な
体
験
活
動
の
機
会
の
提
供

42 25 21 11 13 17 16 4 8 5 

100.0 59.5 50.0 26.2 31.0 40.5 38.1 9.5 19.0 11.9 

養
育
費
の
確
保
に
関
す
る
支
援

保
護
者
の
学
び
直
し
の
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
高
校
中

退
者
等
に
対
す
る
就
労
支
援

高
等
学
校
等
に
お
け
る
就
学
継
続
の

た
め
の
支
援

保
育
等
の
確
保

保
護
者
の
健
康
確
保

住
宅
支
援

そ
の
他

不

明

 12 11 2 6 15 5 3 - 3 

 28.6 26.2 4.8 14.3 35.7 11.9 7.1 - 7.1 
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問３ 今後、困難な家庭の子どもや保護者に対し、どのような支援が必要であると思いま

すか。（該当する番号すべてに〇） 

「生活や就学のための経済的補助」「家庭児童相談員による相談支援」の割合が 59.5％

と最も高く、次いで「保護者が家にいないときに子どもを預かる場やサービスの提供」

の割合が 57.1％、「進路や生活等についてなんでも相談できるところ」の割合が 52.4％

となっています。 

単位 上段：件数 下段：割合 

全
体

保
護
者
が
家
に
い
な
い
と
き
に
子
ど
も
を

預
か
る
場
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

生
活
や
就
学
の
た
め
の
経
済
的
補
助

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
整
備

進
路
や
生
活
等
に
つ
い
て
な
ん
で
も
相
談

で
き
る
と
こ
ろ

仲
間
と
出
会
い
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
と

こ
ろ

自
然
体
験
や
集
団
遊
び
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

活
動
機
会
の
提
供

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
学
習
支
援

学
校
の
放
課
後
や
土
曜
日
の
学
習
の
支
援

夏
休
み
期
間
中
の
教
室
開
放
（
自
習
室
）

読
み
書
き
計
算
安
堵
の
基
礎
的
な
学
習
へ

の
支
援

42 24 25 14 22 11 10 14 7 5 14 

100.0 57.1 59.5 33.3 52.4 26.2 23.8 33.3 16.7 11.9 33.3 

会
社
な
ど
で
の
職
場
体
験
な
ど
の
機
会
の

提
供

仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
就
労
に

関
す
る
支
援

子
ど
も
の
み
で
無
料
も
し
く
は
安
価
で
食
事

が
で
き
る
場
所
の
提
供

進
学
や
資
格
を
取
る
た
め
の
学
習
の
支
援

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
支

援 家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る
相
談
支
援

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
充
実

や
費
用
の
負
担
軽
減

関
係
機
関
に
よ
る
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

無
回
答

 3 13 14 11 19 25 10 22 1  

 7.1 31.0 33.3 26.2 45.2 9.5 23.8 52.4 2.4  

■その他の意見 

・敷居が高くない相談窓口や情報の提供が必要である。 

・児童館は、子どもにいろいろな体験をさせることができる場である。児童館が子どもが安心して

いることのできる場になっていくことが必要である。 

・現在、生活困難世帯の子どもが増えている実感はない。しかし、保護者の相談を受けている中で、

子どもの生活に何らかの影響を受けていると感じることはある。 

・生活困窮から抜け出すには時間がかかる。継続的、長期的な支援、親に対しての就労支援が重要

である。 
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Ⅴ 調査結果から見えてくる特徴や課題 

１ 保護者 

（１）子どもについて 

子どもや保護者にとって、現在または将来的に必要な支援として、「進学や資格を取るた 

めの学習支援」の割合が高くなっており、子どもへの学習支援を望んでいることがうかがえ

ます。 

（２）親の考えや思いについて 

生活困難世帯では、子どもの独立（就職やきょうだいの世話も含む）を望んでいる保護者

が多くなっており、学歴が就職に影響されると考えていますが、早く家計を支えてほしいと

考えている保護者も多く、理想と現実のギャップが浮き彫りとなっており、子どもが将来望

んでいる進路等の希望を実現することのできる経済的支援や学習支援が必要となっていま

す。 

（３）現在の暮らしについて 

生活困難世帯と非生活困難世帯での、働き方について大きな違いが出ており、生活困難世

帯では、正規雇用の割合が低い状況となっています。また生活困難世帯では、経済的に働か

ざるを得ない状況となっており、就労日数も多く、土日出勤の割合も高くなっていることか

らも、安定した収入を得ることができる就労支援が必要となっています。 

２ 子ども 

（１）学校や勉強について 

・小学生では、生活困難世帯と非生活困難世帯で、学校での時間が楽しみに思えることな

どで大きな差はない結果ですが、中学生になると、生活困難世帯で学校での時間が楽しみ

に思える子どもが減っている状況にあり、生活困難世帯の子どもが、子どもの学年が上が

るにつれ、現在の生活状況や立場を理解してきていることが原因であると考えられます。 

・支援者調査からも、学年が高くなるにつれ、家庭の生活状況等を理解し、その状況に合 

わせた、生活や考え方をする子どもも増えてくるという意見があがっています。 

・小学生・中学生ともに、生活困難世帯で、学校以外で勉強を教えてもらっていない割合

が高くなっています。中学生で学習塾や家庭教師などに勉強を教えてもらいたいと思う子

どもが多くなっており、学習支援の展開が望まれています。 

（２）放課後の過ごし方について 

 小学生の放課後の過ごし方について、生活困難世帯で「友だちの家」の割合が高く、「自

宅」で過ごす子どもの割合が低くなっています。 

また、中学生では生活困難世帯で、毎日部活動をしている割合が低くなっています。部

活動を行っていない子どもや、自宅に帰らない子どもが安心して過ごすことのできる放課

後の過ごし方や居場所づくりなどの環境整備を行っていくことが必要となっています。 


